
 

令和６年度地球観測衛星データを活用した山地災害箇所判読事業仕様書（案） 

 

１ 事業名 

  令和６年度地球観測衛星データを活用した山地災害箇所判読事業 

 

２ 事業目的 

  令和４年８月３日からの大雨や令和６年能登半島地震のような豪雨や地震等に

より大規模な自然災害が発生した場合には、迅速に被害状況の概況を把握すること

が必要である。 

また、広域且つ大規模な自然災害発生時に迅速に被害状況の概況を把握すること

において、地球観測衛星は広域な調査が可能であり非常に有効である。このため、

本事業においては、大規模な自然災害が発生した際に激甚な被害が想定される場合

において、地球観測衛星データの観測結果を解析・判読し、土砂移動箇所等を特定、

抽出することにより、山地災害を早期に把握することを目的とする。なお、得られ

た情報は、該当都道府県にも提供するものとする。 

 

３ 事業内容 

  契約締結後、我が国において自然災害等による山地災害が発生し、相当の被害発

生が想定される場合において、林野庁担当者と協議し、地球観測衛星データを解析・

判読し、山地災害移動箇所等を特定、抽出する。なお、解析・判読に必要な地球観

測衛星データは、発注者が貸与する。 

（１）解析・判読方法 

   解析・判読は、目視または AI 等を用いた判読とする。 

（２）解析・判読結果により作成する資料 

  ① 全体図 

    光学画像に抽出箇所を記した全体図を作成する。縮尺は任意とするが明記す

ること。 

  ② 詳細図 

    抽出箇所の SAR 画像と無償の光学画像（アーカイブ）を対比すること。抽出 

箇所を地理院地図に印し、国土数値情報を利用し国有林野区域を表示すること。 

縮尺は任意とするが明記すること。SAR 画像に抽出箇所中心の緯度経度を 10 進 

法及び 60 進法で明記すること。 

（３）解析・判読結果の提出 

   解析・判読結果により作成する資料については、地球観測衛星データの受領後、 

概ね５時間後に提出することを目標とする。なお、抽出箇所が多大に上るなど迅 

速な解析・判読が困難な場合は、林野庁担当者と協議すること。 

（４）解析・判読フレーム数 

   本委託事業において解析・判読する総フレーム数は 25 フレームとする。なお、 



 

 

１回あたりのフレーム数は、林野庁担当者と協議すること。 

（５）解析・判読に使用する地球観測衛星データ 

   解析・判読に使用する地球観測衛星データは、基本的に二時期のSAR画像とし、 

発注者が貸与する。 

 

４ 契約期間 

  契約締結日から令和７年３月１４日（金） 

 

５ 成果品 

（１）納入品 

   ３（２）については、都度、ＰＤＦ及びＳＨＰファイルにて林野庁担当者に電

子メールにて納品する。各解析・判読結果及び解析・判読作業において山地災害

箇所判読特有の留意点を取りまとめ、電磁記録媒体（DVD-R 等）で納品すること。

電磁記録媒体（DVD-R 等）の納品にあたっては、ウイルスチェックを行い、ウイ

ルスチェックに関する情報（ウイルス対策ソフト名、定義ファイルのバージョン、

チェック年月日等）を記載したラベルを添付して提出すること。 

（２）納入場所 

   林野庁国有林野部業務課（北別館８階ドア No.814） 

（３）納入期限 

   令和７年３月１４日（金） 

 

 


